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糖尿病患者の健康寿命を延ばす―先手を打つ実臨床

2013年7月15日発行

Ⅰ　日本人2型糖尿病の病態
インスリン抵抗性とインスリン分泌能の関連は
 長坂昌一郎（自治医科大学）
膵 β 細胞の容量と機能は経年的に低下するのか，またイ
ンクレチン製剤は有用なのか 八木橋操六（弘前大学）

糖尿病の病態と脂肪細胞，肝臓，神経系の関連は
 山田哲也・他（東北大学病院）

Ⅱ　日本人2型糖尿病の治療
糖質制限食の有用性は 徳丸季聡・他（金沢大学病院）
運動療法はどこまで科学的に指導できるのか
 押田芳治・他（名古屋大学）
経口糖尿病治療薬の選択はいかにあるべきか
 佐倉　宏（東京女子医大東医療センター）

　　注射製剤のポジショニング
GLP─1 受容体作動薬のポジショニングと使い分け
 中﨑満浩・他（日本大学病院）
インスリン製剤のポジショニングと使い分け
 長澤　薫・他（虎の門病院）

Ⅲ　糖尿病の慢性合併症
網膜症をもつ患者における血糖管理をどのように行うのか
 五十川陽洋（三井記念病院）

腎症患者における降圧療法のあり方―RA系阻害薬は第一
選択薬なのか 長浜正彦・他（聖路加国際病院）

腎症患者における食事療法，運動療法のあり方
 金崎啓造・他（金沢医科大学）
神経障害患者への薬剤治療の有用性は
 中村二郎・他（愛知医科大学）

Ⅳ　糖尿病の代謝管理
血糖管理は食後血糖を含めてどこまで厳格に行うべきなの
か 能登　洋（国立国際医療研究センター病院）

糖尿病患者における血圧管理はどこまで厳格であるべきか
 安孫子亜津子（旭川医科大学）
糖尿病患者における脂質管理はどこまで厳格であるべきか
 羽入　修・他（新潟大学）

Master Interview
　――相澤　徹（相澤病院糖尿病センター）に聞く

特別企画　Master’s Case File
心に残った症例
北西史直／酒井庸禎／坂上慎二／沢　丞／鈴木大輔／朝長　修／成
田琢磨／三村和郎／宮崎　康／宮島　功・宮澤　靖／山本壽一

特集◆2型糖尿病診療における15のコントロバシー
　糖尿病の診療には「わからない」もの，「明確にされていない」ものがたく
さんあります．今回の特集では，糖尿病診療におけるコントロバシーをエキス
パートの諸から，どのような異論があり，どのような点が争論となっているの
かを Pro & Con の双方のお立場から，私見も含めつつ，自由にかつわかりや
すく解説していただきます．
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